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　今年は、東日本大震災が発生した年でしたので、「男女共同参画社会へ

の展望�―�新たなコミュニティ創出のための関係づくり」というテーマの

もと、災害やこれらに伴う人権の問題、DV、男性の地域参画等のワーク

ショップが多く開催されました。

　フォーラムに参加した推進委員3名から寄せられた報告をご紹介します。

　「地域活動に男性の参加を!」この表題にひかれ、日本女性学習財団主催のワークショップに参加し

ました。DVDの視聴や話題提供をきっかけとしてグループごとに意見交換が行われ、以下のような、

男性の地域参画をさらに進めるための具体的なヒントを学ぶことができました。

・子どもに尊敬される場をつくるよう…まずは格好良さを演出しよう。

・心を和ませるために…失敗談を出し合おう。

・焼き芋会やバーベキューなど…食を媒体としてつながろう。

・開始時間だけでなく終了時間も明記して…時間を効率的に区切って使おう。　など

　やはり今年も参加して良かったです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　―海野菊美―

　「創作落語『どめすてぃっく・ばいおれんす』を聴いて考える～私たち男性が身近な女性にしてい

ること～」に参加しました。落語家の“千金亭　値千金"さんは、普段、埼玉県鶴ヶ島市の職員をされ

ているそうです。笑いの中に、夫婦や恋人間の人間関係、夫婦げんかは犬も食わぬというが深刻な

DVも隠れていることなど、おもしろおかしく聴かせていただきながら、なるほどと納得することが

できました。

　男女共同参画というと難しく考えがちですが、こうした笑いの中で学びあう大切さを感じました。�

　笛吹市でもお招きしたいものです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　―新田治江―

　午前は、「農山漁村女性と災害復興」のワークショップに参加しました。東日本大震災で発生した

津波は、三重県英虞湾の漁村で行われていた真珠の養殖にも大きなダメージをもたらしたそうですが、

復興へと立ち上がる女性漁業組合長さんの話に感動しました。

　午後は、「災害と女性」のワークショップに参加しました。数カ月にも及ぶ避難所生活の中で、精

神的バランスを崩された女性たちにどう関わるかを中心に話が進められました。避難所生活の中で、

人に援助をお願いしにくい深刻なDVがあり、これらの救済のために私たち一人ひとりに何ができたか、

また何をする必要があるのかを考えさせられる講座でした。学んだことがいつ役立つか分かりません

が、学び伝えることが大切だと思いました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　―吉原五鈴子―

あ　ご

せんきんてい あたいせんきん

全国の方と交流する
ことで、多くの学び
を得ることができた
みたいだね。

全国には、男女共同
参画に取り組む団体
がたくさんあるんだ
ね!

笛ちゃん 吹ちゃん

道祖神祭り準備の様子

オヤマギ

　
ふ
る
さ
と
の
祭
り
シ
リ
ー
ズ
第
7
回

は
、
芦
川
に
伝
わ
る
正
月
行
事
と
、
毎

年
1
月
14
日
と
7
月
14
日
に
行
わ
れ
る

道
祖
神
祭
り
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

伝
統
的
な
芦
川
の
正
月
行
事

　
芦
川
の
正
月
を
迎
え
る
準
備
は
12
月

の
ス
ス
ト
リ
（
煤
払
い
）
か
ら
始
ま
り
、

30
日
に
は
多
く
の
家
で
餅
つ
き
が
行
わ

れ
、
歳
神
棚
を
準
備
し
ま
す
。
そ
れ
が

整
う
と
「
オ
シ
ン
メ
イ
」
と
呼
ば
れ
る

杉
の
枝
で
作
っ
た
く
す
玉
が
家
の
各
所

に
吊
る
さ
れ
、
門
松
が
飾
ら
れ
ま
す
。

　
大
晦
日
は
白
米
と
尾
頭
付
き
の
魚
を

食
べ
、
夜
は
囲
炉
裏
の
火
を
絶
や
さ
ぬ

よ
う
太
め
の
薪
を
用
意
し
ま
す
。

　
元
旦
を
迎
え
る
と
未
明
に
戸
主
が
水

汲
み
場
か
ら
若
水
を
汲
み
、
茶
、
雑
煮

を
作
り
、
食
事
が
済
む
と
中
芦
川
地
区
、

鶯
宿
地
区
で
は
氏
神
様
に
初
詣
を
し
、

氏
子
総
代
の
手
で
元
旦
祭
が
行
わ
れ
、

お
神
酒
が
振
舞
わ
れ
ま
す
。

　
翌
正
月
2
日
は
仕
事
始
め
の
行
事
が

行
わ
れ
、
上
芦
川
地
区
、
中
芦
川
地
区

で
は
「
オ
タ
ウ
エ
」
と
称
し
、
農
作
業

の
ま
ね
ご
と
を
行
い
ま
す
。

　
4
日
は
お
寺
の
住
職
が
檀
家
ま
わ
り

を
し
た
こ
と
か
ら
「
坊
さ
ん
の
ご
年
始
」

と
呼
ば
れ
ま
す
。
ま
た
、
女
性
が
年
始

の
あ
い
さ
つ
に
ま
わ
っ
た
こ
と
か
ら
「
オ

ン
ナ
シ
ノ
ゴ
ネ
ン
シ
」
と
も
呼
ば
れ
、

7
日
は
「
送
り
正
月
」
、
「
ナ
ナ
ク
サ
」

と
呼
ば
れ
、
七
草
粥
を
作
り
、
正
月
飾

り
を
取
り
外
し
ま
す
。

　
14
日
か
ら
16
日
の
間
は
小
正
月
と
呼

ば
れ
、
道
祖
神
祭
り
な
ど

の
諸
行
事
が
催
さ
れ
、
16

日
に
は
小
正
月
送
り
が
行

わ
れ
ま
す
。

　
17
日
は
、
山
の
神
の
祭

日
と
し
て
、
ま
た
2 1
日
は

「
オ
カ
ン
ム
リ
オ
ト
シ
」

と
称
し
、
一
切
の
山
仕
事

を
休
み
ま
す
。
2 0
日
は
「
エ

ビ
ス
ダ
イ
コ
ク
」
、
「
ハ
ツ

カ
シ
ョ
ウ
ガ
ツ
」
と
称
し
、

正
月
最
後
の
行
事
を
楽
し

み
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
正
月
行
事
の
中
に
は
、
現

在
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
も
の
も
あ
り
ま

す
。

道
祖
神
祭
り

　
芦
川
の
道
祖
神
祭
り
は
毎
年
1
月
14

日
と
7
月
14
日
に
行
わ
れ
ま
す
。
上
芦

川
地
区
で
は
14
日
の
昼
頃
、
山
か
ら
「
オ

ヤ
マ
ギ
」
と
呼
ば
れ
る
杉
や
檜
を
切
り

出
し
、
道
祖
神
場
で
飾
り
付
け
し
て
立

て
ま
す
。
ま
た
、
ツ
ガ
や
モ
ミ
の
枝
で

「
お
小
屋
」
と
呼
ば
れ
る
神
輿
を
作
り

ま
す
。

　
祭
り
の
飾
り
が
整
う
と
、
祠
堂
と
呼

ば
れ
る
神
輿
小
屋
か
ら
神
輿
を
担
ぎ
出

し
、
上
芦
川
地
区
の
旧
家
で
あ
る
霜
村

家
に
出
向
き
ま
す
。

　
霜
村
家
を
出
た
神
輿
は
、
町
中
を
練

り
歩
き
、
祭
場
に
鎮
座
し
ま
す
。

　
あ
た
り
が
暗
く
な
る
と
ド
ン
ド
ン
焼

き
が
始
ま
り
、
各
家
の
茅
や
正
月
飾
り

を
燃
や
し
、
ま
た
書
初
め
も
燃
や
し
ま

す
。
お
小
屋
も
燃
や
さ
れ
、
持
ち
寄
っ

た
マ
ユ
ダ
ン
ゴ
を
焼
い
て
食
べ
ま
す
。

ド
ン
ド
ン
焼
き
の
残
り
灰
は
翌
日
朝
に

各
家
の
庭
に
撒
き
、
17
日
に
再
び
神
輿

が
霜
村
家
に
出
向
き
、
神
輿
は
祠
堂
に

戻
さ
れ
、
オ
ヤ
マ
ギ
も
取
り
壊
さ
れ
ま

す
。
オ
ヤ
マ
ギ
に
吊
る
さ
れ
た
腰
紐
を

若
い
衆
が
取
り
合
い
祭
り
は
終
了
に
な

り
ま
す
。

道
祖
神
祭
り
の
今

　
今
で
は
、
上
芦
川
地
区
の
道
祖
神
祭

り
に
オ
ヤ
マ
ギ
は
立
て
ら
れ
な
く
な
り
、

霜
村
家
に
神
輿
が
出
向
き
す
る
こ
と
も

無
く
な
り
ま
し
た
。
新
井
原
地
区
で
も

「
サ
イ
ト
ウ
ギ
」
と
呼
ば
れ
る
御
神
木

を
立
て
な
く
な
り
ま
し
た
。
中
芦
川
地

区
で
は
今
で
も
オ
ヤ
マ
ギ
が
立
て
ら
れ

て
い
ま
す
。
鶯
宿
地
区
で
は
道
祖
神
祭

り
自
体
が
途
絶
え
て
い
ま
す
。

　
道
祖
神
祭
り
に
関
わ
る
人
々
も
年
々

高
齢
化
が
進
み
、
若
い
衆
の
手
で
行
わ

れ
て
き
た
祭
り
は
今
や
高
齢
者
の
手
に

よ
り
守
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
伝
統
あ

る
祭
り
を
後
世
に
残
す
た
め
に
も
、
今

一
度
地
域
の
行
事
に
目
を
向
け
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

い
�

ろ
�

り

し
ど
う

ご
し
ん
ぼ
く

ち
が
や

み
こ
し

み
�

き

お
う
し
ゅ
く

わ
か
み
ず

こ
し
ゅ

と
し
が
み
だ
な


